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【歳　　入】 
区　　　　　分 

合　　　　　計 

地方譲与税 

利子割交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地方交付税 

交通安全対策特別交付金 

国庫支出金 

府支出金 

地方債 

小　計 

地方税 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

財産収入 

寄附金 

繰入金 

繰越金 

諸収入 

小　計 

6億0,600万円 

2,700万円 

1,000万円 

5万円 

7億4,000万円 

1,500万円 

2億6,000万円 

1億2,700万円 

118億0,000万円 

980万円 

19億2,398万円 

15億4,770万円 

31億5,180万円 

202億1,833万円 

51億0,288万円 

6億1,902万円 

7億6,086万円 

2,877万円 

0 

13億5,020万円 

3億0,000万円 

5億9,994万円 

87億6,167万円 

289億8,000万円 

4億7,500万円 

5,000万円 

1,000万円 

500万円 

7億2,800万円 

1,700万円 

2億5,200万円 

1億3,000万円 

113億0,000万円 

980万円 

35億4,957万円 

26億1,899万円 

56億7,650万円 

248億2,186万円 

52億8,292万円 

6億5,907万円 

8億0,071万円 

8,026万円 

1,387万円 

15億3,200万円 

0 

24億0,932万円 

107億7,814万円 

356億0,000万円 

1億3,100万円 

△2,300万円 

0 

△495万円 

1,200万円 

△200万円 

800万円 

△300万円 

5億0,000万円 

0 

△16億2,559万円 

△10億7,129万円 

△25億2,470万円 

△46億0,353万円 

△1億8,004万円 

△4,005万円 

△3,985万円 

△5,149万円 

△1,387万円 

△1億8,180万円 

3億0,000万円 

△18億0,937万円 

△20億1,647万円 

△66億2,000万円 

2.1 

0.1 

0.0 

0.0 

2.6 

0.1 

0.9 

0.4 

40.7 

0.0 

6.6 

5.4 

10.9 

69.8 

17.6 

2.1 

2.6 

0.1 

0.0 

4.7 

1.0 

2.1 

30.2 

100.0

1.3 

0.1 

0.0 

0.0 

2.0 

0.1 

0.7 

0.4 

31.7 

0.0 

10.0 

7.4 

16.0 

69.7 

14.8 

1.9 

2.3 

0.2 

0.0 

4.3 

0.0 

6.8 

30.3 

100.0

27.6 

△46.0 

0.0 

△99.0 

1.6 

△11.8 

3.2 

△2.3 

4.4 

0.0 

△45.8 

△40.9 

△44.5 

△18.5 

△3.4 

△6.1 

△5.0 

△64.2 

△100.0 

△11.9 

皆増 

△75.1 

△18.7 

△18.6

依
　
　
　
存
　
　
　
財
　
　
　
源
 

自

　

主

　

財

　

源

 

平成17年度 平成16年度 構成比 構成比 対前年度増減額（率） 

【 歳 　 　 出 】 
性　　質　　別 

合　　　　　計 

人件費 

扶助費 

公債費 

小　計 

物件費 

維持補修費 

補助費等 

積立金 

投資及び出資金 

貸付金 

繰出金 

予備費 

小　計 

普通建設事業費 

　補助事業 

　単独事業 

災害復旧事業費 

　補助事業 

　単独事業 

小　計 

72億2,367万円 

28億6,597万円 

53億2,927万円 

154億1,891万円 

48億6,220万円 

1億4,420万円 

18億5,899万円 

3億0,417万円 

0 

4,250万円 

30億2,264万円 

2,534万円 

102億6,003万円 

30億6,824万円 

8億6,191万円 

22億0,634万円 

2億3,282万円 

1億4,449万円 

8,833万円 

33億0,106万円 

289億8,000万円 

75億7,862万円 

26億0,570万円 

55億4,776万円 

157億3,208万円 

54億9,524万円 

2億2,589万円 

51億9,241万円 

3億0,630万円 

1億1,850万円 

1,000万円 

29億2,798万円 

9,986万円 

143億7,618万円 

54億8,990万円 

24億5,639万円 

30億3,350万円 

185万円 

0 

185万円 

54億9,175万円 

356億0,000万円 

△3億5,495万円 

2億6,027万円 

△2億1,849万円 

△3億1,317万円 

△6億3,304万円 

△8,170万円 

△33億3,342万円 

△213万円 

△1億1,850万円 

3,250万円 

9,466万円 

△7,452万円 

△41億1,615万円 

△24億2,166万円 

△15億9,449万円 

△8億2,717万円 

2億3,097万円 

1億4,449万円 

8,648万円 

△21億9,068万円 

△66億2,000万円 

24.9 

9.9 

18.4 

53.2 

16.8 

0.5 

6.4 

1.0 

0.0 

0.2 

10.4 

0.1 

35.4 

10.6 

3.0 

7.6 

0.8 

0.5 

0.3 

11.4 

100.0

21.3 

7.3 

15.6 

44.2 

15.5 

0.6 

14.6 

0.9 

0.3 

0.0 

8.2 

0.3 

40.4 

15.4 

6.9 

8.5 

0.0 

0.0 

0.0 

15.4 

100.0

△4.7 

10.0 

△3.9 

△2.0 

△11.5 

△36.2 

△64.2 

△0.7 

皆減 

325.0 

3.2 

△74.6 

△28.6 

△44.1 

△64.9 

△27.3 

12505.3 

皆増 

4682.3 

△39.9 

△18.6

義
務
的
 

任
　
　
意
　
　
的
 

投
　
　
資
　
　
的
 

平成17年度 平成16年度 構成比 構成比 対前年度増減額（率） 

　平成17年３月定例議会は、３月２日に開会され、３月29日までの28日間で、閉会しました。  
　平成17年度一般会計予算と各特別会計・企業会計予算17件、条例の制定３件、条例の一部改正11件、
一部事務組合の規約の変更等８件、土地改良事業の施行１件、市道路線の変更３件、辺地計画の変更１件、
辺地計画の策定１件、16年度補正予算12件、付帯決議１件、計58件を審査し、いずれも原案を可決
しました。 

一般会計予算一般会計予算 ２８ ９億８，０００万円万円 総
額
総
額 一般会計予算 ２８ ９億８，０００万円 総
額 

賛成26人 可 決 
平成１７年度 

  

　
　
平
成
17
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
、
地

域
要
望
に
対
す
る
考
え
は
。 

市
長
▼
市
民
と
の
協
働
を
掲
げ
る

上
で
、
予
算
編
成
は
最
重
要
な
作

業
で
あ
る
。 

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

台
風
災
害
復
旧
事
業
を
優
先
さ
せ
、

地
域
要
望
に
つ
い
て
も
透
明
性
を

保
持
し
な
が
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
く
。 

　
　
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
補
助

に
関
す
る
精
査
の
状
況
は
。 

市
長
▼
予
算
査
定
の
中
で
一
定
の

整
理
は
で
き
た
が
、
抜
本
的
な
見

直
し
は
で
き
て
い
な
い
。
行
財
政

改
革
や
来
年
度
予
算
編
成
作
業
の

中
で
十
分
な
検
討
を
行
う
。 

　
　
京
丹
後
市
と
し
て
新
た
に
取

り
組
む
特
徴
的
な
事
業
は
あ
る
の
か
。 

市
長
▼
市
民
協
働
を
助
長
す
る
た
め
、

特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
各
市
民
局
単
位

に
２
０
０
万
円
の
枠
内
で
、
創
意

工
夫
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し

助
成
し
、
地
域
活
性
化
を
図
り
た
い
。 

　
そ
の
他
、
国
際
交
流
や
環
境
対
策
、

産
業
振
興
、
福
祉
関
係
等
の
新
規

事
業
を
予
算
化
し
て
い
る
。 

　
　
財
政
状
況
が
厳
し
い
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
平
成

17

年
度
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
う
の
か
。 

市
長
▼
行
財
政
改
革
元
年
と
位
置

づ
け
て
、
行
革
の
早
期
実
施
、
組

織
機
構
の
見
直
し
経
常
経
費
節
減
、

職
員
定
数
や
適
正
配
置
の
再
検
討

等
を
考
え
て
い
る
。 

　
ま
た
、
直
営
・
三
セ
ク
、
病
院

等
の
事
業
に
つ
い
て
も
運
営
状
況

を
精
査
し
、
根
本
的
に
見
直
し
を

行
い
た
い
。 

   

▼
賛
成
討
論
の
主
旨 

　
　
　
　
　
　
　 

（
討
論
　
４
人
） 

　
財
政
が
厳
し
く
、
緊
縮
型
の
予

算
編
成
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
で
、

台
風
災
害
復
旧
事
業
の
優
先
実
施
、

旧
町
継
続
事
業
の
確
実
な
実
施
を

基
本
に
、
国
際
交
流
・
文
化
事
業
・

環
境
対
策
等
、
京
丹
後
市
と
し
て

の
新
た
な
方
向
が
垣
間
見
ら
れ
る

予
算
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て
、

地
方
債
の
減
額
や
歳
出
削
減
等
、

行
革
の
第
一
歩
と
し
て
の
位
置
づ

け
が
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を

評
価
し
賛
成
す
る
。 

　
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
・
補
助
金

の
あ
り
方
や
新
規
事
業
、
そ
れ
ら

の
財
源
確
保
に
関
し
て
は
、
予
算

執
行
ま
で
に
、
事
業
目
的
、
事
業

計
画
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
実
行

す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

 

▼
反
対
討
論
の
主
旨 

　
　
　
　
　
　
　 

（
討
論
　
３
人
） 

　
新
市
建
設
計
画
を
支
え
る
財
政

計
画
に
、
現
時
点
で
大
き
な
誤
差

が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
合
併
が

失
敗
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
市
民

へ
の
約
束
違
反
で
あ
り
、
市
民
の

暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
行
政
の
役

目
を
果
た
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。 

　
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
不
要
不
急
の
事
業
等

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。 

　
歳
入
に
原
発
交
付
金
が
計
上
さ

れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
評
価

す
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
経
費
等
に
関

す
る
十
分
な
見
直
し
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
遺
憾
で
あ
る
。 

  

　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
は
、
賛
成
者
の
多
く
か
ら

予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
の
提
案
や

要
望
の
意
見
が
あ
り
、
市
当
局
も

十
分
な
対
応
を
す
る
旨
、
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
議
会
の
意
思
を
明
確

に
表
示
す
る
と
い
う
主
旨
か
ら
付

帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　 

〈
賛
成
者
多
数
〉 

▼
賛
成
討
論
の
主
旨 

　
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
経
費
や
新
規

事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
事

業
内
容
や
事
業
効
果
を
は
じ
め
、

財
源
確
保
な
ら
び
に
支
援
等
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
精

査
検
討
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
理
事
者
の
実
行

を
促
す
目
的
で
決
議
に
賛
成
す
る
。 

▼
反
対
討
論 

　
問
題
の
指
摘
が
多
く
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
修
正
す

べ
き
で
あ
っ
て
付
帯
決
議
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

主
な
質
疑
 

主
な
討
論
 

付
帯
決
議
 

　本予算は、中山市政にとって行財政
改革元年の、本格的な予算であるとと
もに、合併効果をいかに見出すか、そ
の基盤をなす極めて重要な予算である。 
　平成 17年度は危機的財政状況のも
とで、組織の見直し、経常経費の削減、
事務事業の見直し、職員数・職員給与
等の適正化を図ることは、誰もが認め
る懸案事項である。 
　この観点から、予算精査した結果、
継続事業・新規事業について、将来構
想に基づいた明確な位置づけと事業効果、
併せて事業に関わる財源確保について
更なる検討を要する状況にある。 
　また、地域要望の事業についても、
緊縮予算の中で、後退せざるを得ない
ことについて、市民に説明責任をもっ
て理解と協力を深めていく必要がある。 
　よって、行政効果をもとに検討・査
定が指摘された諸々の事業において、
その必要性をさらに深め、平成１８年
度以降も十分に、留意した予算の執行
を行うよう強く望むものである。 
　以上決議する。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　京丹後市議会 

平成17年度  一般会計予算に 
関する付帯決議（要旨） 

京丹後市の借金（地方債） 

市民一人当たり 

京丹後市の貯金（基金） 

市民一人当たり 

・・・・・・・・・・・467億9,400万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・71万4,000円 

・・・・・・・・・・・・・・・27億5,600万円 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4万2,000円 

（一般会計のみ平成15年度末現在高） 

問 問 問 問 



公共下水の工事（峰山地内） 

地域医療の充実を（久美浜病院） 

2005.5／まほろば 42005.5／まほろば 5

  

◎
国
民
健
康
保
険
事
業 

　
　
滞
納
は
ど
う
な
る

の
か
。 

　
　
８
ヵ
所
以
上
滞
納

に
な
る
と
短
期
証
に
な

る
。
17
年
度
か
ら
は
資

格
証
明
書
を
出
す
よ
う

行
政
指
導
が
あ
る
。 

　
　
医
療
費
通
知
業
務

の
趣
旨
は
。
出
す
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
の
か
。 

　
　
「
医
療
費
は
こ
の
よ

う
に
高
い
の
で
す
」
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

絶
対
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

◎
国
民
健
康
保
険
直

営
診
療
所
事
業 

　
　
間
人
診
療
所
の
収

入
が
大
き
く
減
っ
て
い

る
が
な
ぜ
か
。 

　
　
人
間
ド
ッ
グ
が
無

料
だ
っ
た
の
が
３
割
負

担
と
な
り
、
患
者
数
が

減
少
し
た
。 

　
　
薬
剤
購
入
、
経
理

を
一
括
に
で
き
な
い
か
。 

　
　
薬
剤
に
つ
い
て
は

一
括
購
入
の
手
続
き
を

し
て
い
る
。 

 

◎
公
共
下
水
道
事
業 

　
　
加
入
率
が
低
い
が
、

今
後
の
対
応
、
目
標
は
。 

　
　
経
済
情
勢
も
影
響

し
て
お
り
、
高
齢
者
世

帯
は
敬
遠
し
が
ち
で
あ

る
。
５
年
程
度
で

70
％

が
目
標
で
あ
る
。 

  

◎
水
道
事
業 

　
　
福
田
川
ダ
ム
中
止

に
関
連
し
て
、
水
道
計

画
の
大
幅
な
見
直
し
は
。 

　
　
早
い
時
期
に
水
道

審
議
会
で
審
議
し
て
い

く
。 

　
　
峰
山
・
網
野
間
で

上
水
を
融
通
し
た
場
合
、

峰
山
の
水
は
水
洗
化
等

含
め
て
足
り
る
の
か
。 

　
　
１
日
の
取
水
能
力

は
、
離
湖
を
除
い
て
６

町
で
１
万
９
５
７
４
　
。

平
成
25
年
の
取
水
見
込

み
量
は
１
万
８
９
８
５

　
で
、
５
６
９
　
上
回

る
。 

 

◎
病
院
事
業 

　
　
院
外
処
方
と
か
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
使
用

比
率
を
高
め
て
は
。 

　
　
院
外
処
方
に
つ
い

て
は
、
今
後
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
つ
い

て
は
、
現
場
の
医
師
と

の
話
し
合
い
が
難
し
い
。 

　
　
久
美
浜
病
院
で
は

給
食
が
委
託
さ
れ
る
が
、

ど
れ
く
ら
い
安
く
な
る

の
か
。
食
材
は
地
元
の

物
を
使
っ
て
も
ら
え
る

か
、
質
が
落
ち
な
い
か
。

臨
時
職
員
は
ど
う
な
る

か
。 

　
　
７
０
０
万
円
く
ら

い
安
く
な
る
。
食
材
は

で
き
る
だ
け
地
元
の
物

を
利
用
す
る
。
選
べ
る

メ
ニ
ュ
ー
が
で
き
る
。

11

人
の
臨
時
職
員
は
、

新
た
な
業
者
が
採
用
す

る
。 

　
　
職
員
の
接
遇
研
修

に
つ
い
て
。 

　
　
弥
栄
病
院
で
は
、

看
護
師
を
中
心
に
年
１

〜
２
回
専
門
講
師
を
招

い
て
行
っ
て
い
る
。
投

書
が
あ
る
場
合
は
個
別

指
導
し
て
い
る
。 

  

◎
簡
易
水
道
事
業 

反
対
討
論
　 

　
水
は
、
人
間
が
生
き

て
い
く
の
に
欠
か
せ
な

い
。
不
況
が
続
く
中
、

昨
年
に
引
き
続
き
料
金

が
値
上
げ
さ
れ
、
市
民

の
負
担
増
と
な
る
予
算

に
な
っ
て
お
り
反
対
す

る
。 

賛
成
討
論
　 

　
老
朽
化
し
た
施
設
整

備
を
行
い
、
安
心
し
て

水
供
給
の
で
き
る
予
算

と
な
っ
て
い
る
。
料
金

は
、
公
共
性
の
原
則
に

照
ら
し
な
が
ら
、
激
減

緩
和
措
置
が
行
わ
れ
て

お
り
賛
成
す
る
。 

 

◎
公
共
下
水
道
事
業 

賛
成
討
論
　 

　
今
後
、
審
議
会
を
立

ち
上
げ
水
洗
化
計
画
の

見
直
し
を
行
う
と
の
こ

と
。
厳
し
い
財
政
の
中

一
定
の
財
源
を
、
確
保

さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し

賛
成
す
る
。 

  

  

◎
水
道
事
業
会
計 

賛
成
討
論
　 

　
水
洗
化
率
の
向
上
に

伴
う
水
需
要
増
に
も
十

分
配
慮
し
た
取
水
量
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

福
田
川
ダ
ム
が
建
設
中

止
に
な
っ
た
が
、
本
来

の
目
的
で
あ
っ
た
治
水

対
策
を
強
く
要
望
し
賛

成
す
る
。 

◎
病
院
事
業
会
計 

賛
成
討
論 

　
医
師
の
確
保
に
最
大

限
の
努
力
を
図
る
こ
と

と
、
京
丹
後
市
型
の
包

括
医
療
制
度
の
導
入
を

含
め
、
組
織
の
再
編
や

経
常
経
費
の
削
減
、
職

員
数
の
適
正
化
を
図
る

こ
と
が
急
務
で
あ
る
。 

　
久
美
浜
病
院
の
給
食

の
民
間
委
託
に
つ
い
て
、

給
食
の
質
が
低
下
し
て

患
者
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
市
立
病
院

と
し
て
残
す
た
め
の
経

営
努
力
と
と
ら
え
、
市

立
病
院
と
し
て
の
存
続

を
期
待
し
賛
成
す
る
。 

特別会計予算 

総額227億2,380万円 
平成17年度特別会計予算 

５９億３ ,２００万円 

４億４ ,３００万円 

７１億８ ,０００万円 

３９億６ ,５００万円 

６億９ ,５００万円 

１１億２ ,０００万円 

３億６ ,６００万円 

２８億２ ,８００万円 

５ ,６４０万円 

２００万円 

３ ,４２０万円 

９ ,２５０万円 

７１０万円 

２６０万円 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（賛成多数で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

企業会計予算 

総額総額227227億2,3802,380万円万円 

総額総額   7777億4,9274,927万円万円 総額   77億4,927万円 

総額227億2,380万円 

国 民 健 康 保 険 事 業  

国民健康保険直営診療所事業 

老 人 保 健 事 業  

介 護 保 険 事 業  

介 護 サ ー ビ ス 事 業  

簡 易 水 道 事 業  

集 落 排 水 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

浄 化 槽 整 備 事 業  

土 地 取 得 事 業  

工 業 用 地 造 成 事 業  

宅 地 造 成 事 業  

峰 山 財 産 区  

五 箇 財 産 区  

企業会計予算　総額77億4,927万円 
６７億９ ,５５８万円 

９億５ ,３６９万円 

（全員賛成で可決） 

（全員賛成で可決） 

病 院 事 業  

水 道 事 業  

特
別
会
計
予
算
質
疑
 

企
業
会
計
予
算
質
疑
 

特
別
会
計
予
算
 

企
業
会
計
予
算
 

問 問 答 答 問 問 答 答 

問 問 答 

問 答 

問 答 答 

答 問 問 答 ｍ３ 

ｍ３ 

ｍ３ 



水路災害復旧農道工事 

市道延長　弥栄町溝谷 中河原線 

新しい観光拠点に（静神社） 
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◎
男
女
共
同
参
画
審
議

会
条
例
の
制
定 

　
男
女
共
同
参
画
計
画

の
策
定
、
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
及
び
審
議
を
行
う

も
の
。 

　
（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
法
定
外
公
共
物
の
管

理
及
び
使
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正 

　
河
川
、
水
路
、
溝
き

ょ
、
湖
沼
、
た
め
池
及

び
堤
防
に
係
る
法
定
外

公
共
物
の
占
用
料
を
徴

収
す
る
も
の
。 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
公
民
館
条
例
の
一
部

改
正 

　
弥
栄
町
区
域
の
５
小

学
校
区
及
び
丹
後
町
区

域
の
間
人
小
学
校
区
に
、

地
区
公
民
館
を
設
置
す

る
も
の
。 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
土
地
改
良
事
業
の
施
行 

台
風
11
号
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
、
農
地
及
び

農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
。
（
丹
後
町
袖
志

地
内
） 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
市
道
路
線
の
変
更 

・
中
河
原
線 

　
　（
弥
栄
町
溝
谷
） 

・
竹
野
小
学
校
線 

　
　（
丹
後
町
） 

　
　
ー
終
点
の
変
更
ー 

・
大
成
線
（
丹
後
町
） 

　
　
ー
起
点
の
変
更
ー 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
個
人
情
報
保
護
条
例

の
制
定 

　
市
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
開
示
、
訂
正
及

び
利
用
停
止
を
請
求
す

る
権
利
を
明
ら
か
に
し
、

保
護
す
る
も
の
。 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
議
会
条
例
の

制
定 

　
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
制
度
に
つ
い
て

調
査
審
議
す
る
も
の
。 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
情
報
公
開
条
例
の
一

部
を
改
正 

　
情
報
公
開
審
査
会
に

関
す
る
規
定
を
削
除
し
、

非
公
開
情
報
等
に
つ
い

て
整
備
す
る
も
の
。 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正 

　
外
国
語
指
導
助
手
、

新
専
門
委
員
、
地
区
公

民
館
長
・
主
事
の
報
酬

を
定
め
、
福
祉
事
務
所

嘱
託
医
の
報
酬
を
改
定

す
る
も
の
。 

　 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
土
地
改
良
事
業
の
施
行
（
農

地
及
び
農
業
用
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
） 

　
台
風
23
号
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の

復
旧
。 

１
、
現
年
発
生
補
助
農
地
災
害

復
旧
事
業
（
84
ヵ
所
） 

２
、
現
年
発
生
補
助
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
事
業
（
89
ヵ
所
） 

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

◎
土
地
改
良
事
業
の
施
行 

　（
小
規
模
農
業
基
盤
整
備
事
業
） 

　
久
美
浜
町
平
田
地
内
の
か
ん

が
い
用
排
水
。 

　
　
　
　
（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

  

　
　
ゴ
ミ
焼
却
施
設
解

体
に
つ
い
て
当
初
予
算

の
半
分
に
な
っ
た
理
由

は
。 

　
　
設
計
金
額
の
立
て

方
を
変
え
た
た
め
。 

　
　
静
御
前
関
連
の
観

光
施
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
市
の
発
案
か
地
元

の
要
望
か
。
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
。 

　
　
地
元
の
要
望
で
あ

る
。
単
発
に
な
ら
な
い

観
光
の
目
玉
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
。 

　
　
11
億
円
余
り
の
減

額
に
な
っ
て
い
る
不
執

行
の
要
因
は
何
な
の
か
。 

　
　
災
害
が
大
き
な
原

因
だ
と
思
う
。
災
害
が

な
け
れ
ば
順
当
に
い
け

た
と
思
う
。 

おもなおもな条例・議案 おもな条例・議案 

１
月
臨
時
議
会 

一般会計及び一般会計及び10特別会計特別会計 
並びに並びに水道事業会計補正予算水道事業会計補正予算 
一般会計及び一般会計及び10特別会計特別会計 
並びに並びに水道事業会計補正予算水道事業会計補正予算 
一般会計及び10特別会計 
並びに水道事業会計補正予算 

全議案、全員賛成で可決 

平成16年度 

国 民 健 康 保 険 事 業  

国民健康保険直営診療所事業 

介 護 保 険 事 業  

介 護 サ ー ビ ス 事 業  

簡 易 水 道 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

浄 化 槽 整 備 事 業  

土 地 取 得 事 業  

宅 地 造 成 事 業  

峰 山 財 産 区  

特別会計名 

65億2,102万円 

5億0,988万円 

42億8,157万円 

7億8,217万円 

12億7,579万円 

49億8,304万円 

8,560万円 

1,200万円 

1億円 

800万円 

65億1,306万円 

4億7,272万円 

42億5,661万円 

7億7,833万円 

12億3,011万円 

50億6,572万円 

7,316万円 

2,073万円 

1億0,608万円 

795万円 

△796万円 

△3,716万円 

△2,496万円 

△384万円 

△4,568万円 

8,268万円 

△1,244万円 

873万円 

608万円 

△5万円 

補　正　前 補　正　額 補　正　後 

事 業 費 用  

資 本 的 支 出  

水　道　事　業 

6億3,492万円 

7億6,681万円 

6億4,205万円 

7億0,481万円 

713万円 

△6,200万円 

既　決　予　定 補　正　額 補正後決定額 

一 般 会 計  

会　計　名 

392億2,637万円 381億0,551万円 △11億2,086万円 

補正前歳入歳出 補　正　額 補　正　後 

一
　
般
　
会
　
計
 

質
　
質
　 
　
疑
　
疑 

質
　
質
　 
　
疑
　
疑 

質
　 
　
疑 

問 問 

問 

答 

答 答 



京丹後市の未来は君たちに（大宮第一小学校） 

市民局機能の確立を急げ 

さぁ、はやくしましょう（丹後女子ゲートボール大会） 

市政 を 問う 代表質問 市政 を 問う 代表質問 

待
っ
た
な
し
で
行
財
政
改
革
を 

市
長
▼「
行
財
政
改
革
元
年
」
と
位
置
付
け
て 
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京
丹
後
市
が
誕
生
し
て

１
年
が
経
過
し
、
市
長
就
任

以
来
10
ヵ
月
が
経
過
す
る

が
、
現
時
点
で
の
認
識
と
感

慨
を
問
う
。 

市
長
▼
合
併
に
は
市
民
の
熱

い
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
効
果
の
見
え
に
く

い
状
況
に
あ
る
。
市
民
の
期

待
に
沿
う
よ
う
夢
の
持
て
る

京
丹
後
市
の
実
現
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
む
。 

　
　
平
成
17
年
度
予
算
編

成
に
伴
い
、
そ
の
編
成
過
程

の
事
前
公
表
を
さ
れ
た
が
、

そ
の
効
果
と
課
題
は
。 

市
長
▼
予
算
編
成
に
対
し

て
、
市
民
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
い
っ
そ
う
の
公
平

性
、
透
明
性
の
確
保
と
一
定

の
基
準
の
整
理
も
必
要
で
あ

る
。 

　
　
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
た
め
に
、
組
織
機
構
の
あ

り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
検

討
を
要
す
る
と
思
う
が
。 

市
長
▼
「
行
財
政
改
革
元

年
」
と
位
置
付
け
て
、
積
極

的
に
取
り
組
む
。
７
月
に
は

答
申
を
踏
ま
え
て
形
を
出
し

た
い
。 

　
　
税
・
各
種
料
金
の
滞
納

額
が
10
億
円
を
超
え
て
い

る
。
市
民
の
納
税
意
欲
へ
の

悪
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。
滞

納
者
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
な
ど
具
体
的
対
策
は
。 

市
長
▼
非
常
に
重
要
な
問
題

で
あ
り
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
だ
。
現
在
、
徴
収
体
制
を

検
討
中
で
あ
る
。 

　
　
京
丹
後
市
の
子
供
た
ち

の
学
力
は
、
府
下
で
ど
の
水

準
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
い

っ
そ
う
の
学
力
向
上
の
た
め

の
現
場
対
応
を
聞

き
た
い
。 

教
育
長
▼
小
学
生

は
算
数
が
府
下
平

均
を
や
や
下
回
る
。

中
学
生
は
概
ね
平

均
の
水
準
。
高
校

入
学
テ
ス
ト
は
全

体
的
に
や
や
低
い
。

少
人
数
授
業
、
習

熟
度
別
授
業
等
を

進
め
て
お
り
、
教

師
の
授
業
改
善
に

対
す
る
取
り
組
み

も
始
め
る
予
定
で

あ
る
。 

行
政
内
部
の
改
革
を 

　
　
　
　
早
期
実
現
す
べ
き
で
は 

市
長
▼
で
き
る
も
の
か
ら
行
っ
て
い
く 

　
　
市
は
、
18
年
度
を
目

途
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て

い
る
が
、
市
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
行
革

を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。 

市
長
▼
行
革
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
は
必
要
だ
が
、
市
民
、

職
員
、
関
係
者
と
の
信
頼
関

係
が
必
要
だ
。
丁
寧
に
議
論

し
、
最
大
限
速
や
か
に
行
い

た
い
。 

  

  

　
　
各
市
民
局
に
は
、
地
域

事
情
・
業
務
に
精
通
し
た
ベ

テ
ラ
ン
職
員
を
配
置
し
、
少

数
精
鋭
主
義
で
行
政
効
率
・

サ
ー
ビ
ス
等
を
高
め
る
べ
き

だ
。
ま
た
、
市
民
局
の
福
祉

課
は
、
多
忙
の
よ
う
だ
が
、

市
民
局
機
能
・
組
織
の
見
直

し
は
。 

市
長
▼
市
民
局
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
７
月
頃
に
一
定

規
模
で
改
革
す
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
る
。 

 

  

　
　
女
性
職
員
の
能
力
・
視

点
を
生
か
し
、
本
庁
幹
部
職

員
に
登
用
さ
れ
て
は
ど
う

か
。 

市
長
▼
有
能
な
女
性
職
員
も

多
い
の
で
、
積
極
的
に
登
用

し
て
い
き
た
い
。 

  

　
　
市
直
営
事
業
・
公
設
民

営
事
業
の
運
営
状
況
と
、
今

後
の
方
針
は
。 

市
長
▼
ほ
と
ん
ど
の
事
業
は

赤
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

施
設
は
、
地
域
振
興
の
た
め

に
設
立
さ
れ
た
も
の
が
多

く
、
赤
字
会
計
と
い
う
だ
け

で
は
廃
止
は
難
し
い
。 

　
　
地
元
区
と
、
地
域
振

興
・
活
性
化
対
策
を
考
え
な

が
ら
、
理
解
と
協
力
を
求
め

る
こ
と
が
大
切
だ
が
。 

市
長
▼
指
定
管
理
者
も
含
め

考
え
る
。 

  

　
　
市
が
発
注
す
る
公
共
工

事
入
札
予
定
価
格
の
公
表
を

し
て
は
ど
う
か
。 

市
長
▼
平
成
17
年
度
か
ら

入
札
後
、
公
表
を
行
う
。 

代表質問代表質問 

一般質問一般質問 

代表質問 

一般質問 

3月定例議会 

初めての会派代表質問で 
新年度施政を問いました。 

財
政
健
全
化
に 

　
　
ど
う
取
り
組
む
の
か 

市
長
▼
市
民
参
画
、
協
働
の
視
点
で 

　京丹後市 2年目を迎えるにあたっ

て、新年度予算や市長施政方針を議

会で問う重要な意義ある 3月定例議

会でした。 

　今議会では、会派に属する議員

個々が行う一般質問と、会派を代表

して行う代表質問の形式で施政を問

いました。 

　厳しい市財政状況の中で、行財政

改革や組織機構、合併効果等に関す

る質問が相次ぎました。 

　なお、広報掲載は質問の要旨であ

り、詳細についてのおたずねや、ご

意見等ございましたら、各会派構成

議員に対して、お気軽にお寄せいた

だきますようお願い致します。 

　
　
施
政
方
針
に
お
い
て
、

市
の
財
政
は
危
機
的
状
況
に

あ
る
、
と
表
明
が
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
早
急
に
財

政
健
全
化
を
定
め
特
に
人
件

費
、
施
設
の
統
廃
合
、
外
郭

団
体
へ
の
出
資
金
な
ど
の
削

減
、
整
理
な
ど
い
っ
そ
う
の

歳
出
削
減
を
断
行
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
協
働
の

姿
勢
か
ら
ど
う
取
り
組
む
の

か
。 

市
長
▼
ご
指
摘
の
と
お
り
で

あ
る
。
今
年
の
夏
頃
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
の
構
想
を

ま
と
め
、
18
年
以
降
一
歩

進
め
て
財
政
健
全
化
、
予
算

編
成
に
努
力
す
る
。 

　
総
歳
出
の
４
分
の
１
を
占

め
る
人
件
費
の
ス
リ
ム
化
は

欠
か
せ
な
い
が
、
手
当
、
規

模
な
ど
急
ぐ
の
で
は
な
く
、

中
・
長
期
的
に
す
べ
て
の
内

容
を
精
査
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

　
旧
町
関
連
の
出
資
法
人
へ

の
支
出
は
、
市
と
し
て
の
見

直
し
と
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方

を
、
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。 

　
予
算
の
ス
リ
ム
化
は
市
民

参
画
・
協
働
の
視
点
を
取
り

入
れ
て
、
初
め
て
解
決
で
き

る
問
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
こ
と
に
ま
す

ま
す
重
き
を
置
き
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。 

  

　
　
昨
年
の
夏
受
け
た
、
地

域
の
要
望
事
業
に
つ
い
て
、

第
一
次
査
定
の
結
果
を
開
示

し
た
こ
と
を
評
価
す
る
。 

　
一
歩
を
踏
み
込
ん
で
予
算

の
編
成
概
要
、
諸
団
体
の
要

望
や
概
算
な
ど
開
示
で

き
な
い
か
。 

市
長
▼
各
自
治
会
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
全
体

的
に
予
算
を
開
示
し

て
、
多
く
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
編
成
を
進
め

る
こ
と
は
、
市
民
協
働

の
時
代
に
あ
っ
て
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。 

　
市
民
、
議
員
と
一
緒

に
作
っ
て
い
く
思
い

を
、
早
く
取
り
入
れ
る

努
力
を
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。 

公
明
党 
代
表
質
問 

新
政
会 

代
表
質
問 

輝
友
会 

代
表
質
問 

問 

問 

問 

問 問 

問 

問 

問 問 

市
民
局
機
能
・
組
織 

女
性
職
員
幹
部
登
用 

直
営
・
三
セ
ク
事
業 

予
定
価
格
公
表 

問 問 

問 

予
算
要
求
の
開
示
を 

問 


